
　熱中症は予防が大事！
　　　　熱中症特別警戒アラートを活用しましょう！

「熱中症特別警戒アラート」とは、特に暑くなると予測された日の当日や前日に、環
境省や気象庁が注意を呼びかける情報です。

令和6年度双葉消防本部スローガン

「全力で その先へ 双葉消防！」
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　真夏の車内は灼熱地獄！
　　　　　　　　　　　車内に放置は絶対NG！！
　炎天下における自動車内の温度は30分で50℃にも達し、ダッシュボード周辺は70～80℃に達する
こともあります。このような状況下では、以下の点に留意してください。

暑さ指数(WBGT) 注意事項

炎天下の車内に放置してはいけないもの

35以上 熱中症特別警戒アラート 危険な暑さから命を守る行動をとる。

33以上 熱中症警戒アラート 運動は原則中止・外出は控える。

25以上28未満 警　　戒
運動や激しい作業をする際は、定期的に充分に休息を
取り入れる。

31以上 危　　険
高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。
外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。

28以上31未満 厳重警戒 外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。

21以上25未満 注　　意
一般的に危険性は少ないが、激しい運動や重労働時には
発生する危険性がある。

熱中症を予防するため適度な運動をおこない、適切な食事、十分な睡眠をとりましょう。

（1）スプレー缶

（3）ガスライター

（2）パソコン・スマートフォン

（4）アルコール消毒液

虫除けスプレーや冷却スプレーな

ど、スプレー缶は高温になると破裂

したケースもあります。

パソコンやスマートフォンに内蔵

されているリチウムイオン電池は高

温下で爆発する危険性があります。

高温に至ると内部のガスが膨張し

破裂する可能性があります。

また、破裂箇所から可燃性ガスが

漏れ、引火したケースもあります。

アルコール消毒液は温度が上がる

と可燃性ガスが発生します。

可燃性ガスはライターの火や、静電

気などで引火する恐れがあります。



　大型化学車・高規格救急自動車が更新されました

双葉消防本部 ０２４０－２５－８５２３ 消防指令センター ０２４０－２５－８５６１

富岡消防署 ０２４０－２２－２１１９ 浪江消防署 ０２４０－３４－４１１１

楢葉分署 ０２４０－２５－２１１９ 葛尾出張所 ０２４０－２９－２１１９

川内出張所 ０２４０－３８－２１１９

双葉消防本部 URL:http://www.futabashobohonbu.jp/ 右のQRコードからもアクセスできます。

火災・救急・救助は「119番」！！

７月から１０月にかけては日本に接近・上陸する台風が

多くなり梅雨前線や秋雨前線の発生時期と重なることで、

大雨・洪水・暴風・高潮・崖崩れ・土石流・川の氾濫など

が発生しやすく、毎年のように災害が発生することから、

以下の点に留意して下さい。

早めの備えで被害を軽減しましょう！
大雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう。
●窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補強する。

●側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。

●風で飛ばされそうな物は飛ばないよう固定したり、家の中へ格納する。

非常用品などを確認しましょう。
●非常持ち出し袋の中身を再確認する。

●飲料水や食料品が必要な数量揃っているか確認する。

●携帯電話の充電や車のガソリンを満タンにする。

被害が発生しやすい場所や避難所などを確認しましょう。
●お住いの市町村のハザードマップを確認する。

●避難場所や避難場所までの経路を確認する。

●災害時の家族との連絡方法を確認する。

「防災気象情報」を活用し、大雨や台風へ備えましょう。
●気象庁や市町村が発表する警報・注意報を確認する。

●インターネットを活用し「キキクル（大雨・洪水警報の危険度分布）」で、危険度を確認する。

●避難開始のタイミングをご家庭で話し合っておく。

富岡消防署楢葉分署の大型化学車・高規格救急自動車が更新となりました。

大型化学車は石油コンビナート火災など特殊火災に対応する車両で、泡消火薬剤を２，０００ℓ

積載し、毎分３，１００ℓ以上の大量泡放水が可能であり、さらに車体の上部には電動放水銃が装備

されています。

高規格救急自動車は、高度救命処置用資機材（気道確保用資機材、自動体外式除細動器（AED）

輸液用資機材、血中酸素飽和度測定器、心電計など）を積載しており救急救命士が高度救命措置

をながら傷病者や怪我人を医療機関に搬送します。


